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小笠原　哲

（1鮒3～1980）

3月10日、九戸郡軽米町18地割22番地に、
父音助、母ヒサの二男として生まれる。本
名哲治。
4月、町立軽米尋常小学校入学。1
4＿月、同高等科入学。
4月、県立盛岡工業学校機械科入学。
3月、県立盛岡工業学校機械科卒業。
4月、陸軍省航空廠所沢製作所に勤務。一
方太平洋画会研究所に入所。鶴田吾郎、石
川寅治、中村葬、等の指導を受ける。（こ
の年、軽米に帰郷。大正15年頃まで折をみ
て上京、研究所に通う）
10月、町立軽米尋常高等小学校代用教眉と
なる。10月、第13回七光社美術展覧会（商
品陳列館）に「工場」「暮る、冬の日」を

出品。（舞田文雄、構本八百二、五味清書、
深沢省三、萬鉄五郎ら）
9月、尋常小学校本科正教員、図画科専科
正教月の両免許状を取得。正数諭となる。
3月、軽米尋常高等小学校依駄退職。11月、
土井千代子（明治39年生まれ、盛岡市立仁
王尋常小学校教属）と結婚、盛岡市小人町
に新居を持つ。
10月、第18回七光杜展に「みち」を出品。
この年、東北産業展覧会に出品。
9月1日、長女幸子誕生。
10月、第4回素顔社展（商品陳列館）に
「郊外の家」などを出品。
6月、第50回文部省中等教員検定図画科予
備試験、同本試験筆記試験に合格。
6月、第5回素顔社展に「考薬」などを出
口

7月、黒沢尻高等女学校教師嘱託となり、
盛岡より通勤する。
10月、第1回岩手県洋画展に出品。
10月、第8回素顔社展に「裸婦」などを出
エコ

8月5日、岩手中学校教師嘱託となる。
10月、師範学校・中学校・高等女学校教員
免許状を取得する。（文部省検定、西洋
画・用器画）10月17～23日、第11回素顔社
展に出品。
9月20［】、長男博司、軽米にて誕生。
8月、県立盛岡工業学校（現盛岡工業高校）
図画教師嘱託となる。昭和21年5月まで勤
務。
12月、第13回素顔社展に出品。
9月、第14回素顔社展に「病院にて」を出品。
6月、素顔社会員展に出品。素顔社同人と
なる。この年、太平洋洋画展に出品。
8月、岩手絵画工芸展に出品。
8月、平館清七、荒浜栄悦等と、岩手教育
美術協会を結成。
8月、光風会展に「ギターと静物」が入選。
10月22日、二男研二誕生。この頃、白日会
展に出品。
第1回個展（川徳）を開催。
第2回個展を開催。
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2月、第7匝Ⅰ太平洋洋画展に人選する。
5月、岩手美術連盟（会長小泉一郎）結成
され、幹事となる。
8月、第1回岩手美術連盟東京展に「きさ
らぎ」を出品。第3回個展（川徳）。
3月31日、岩手中学校教諭に任命される。
上田小路179番地に転居。
盛岡市内高校学生美術連盟を結成、海野経
とともに顧問となる。
6月、岩手美連春季展に出品。
10月、第1回岩手稔合芸術祭に出品。
4月、岩手高等学校兼岩手中学校教諭に任
命される。
4月、第4回個展（川徳）。
12月、第2回円周会展に出品。
5月、円周会展に出品。
7月、円周会小品展に出品。
11月、岩手県敦貞美術展に会員として出品。
9月、捻合美術展に出品。
12月、第5回個展（川徳）。
10月、岩手美術展に出品。
2月、第6回個展（川徳）。
5月、中学校、高等学校第1級普通免許状
を取得。
3月、第7回個展（自治会飽）。
4月、第8回個展開催。
5月、第9回個展。
12月、新制美術展に「静物」を出品。第10回
個展を開催。
3月、第11回個展（県商工館）。
12月、第12回個展（ル・モンド）。
6月、第13回個展（ル・モンド）。
9月、第14回個展（県商工億）。
11月、第15回個展（たちばな）。
6月、第16回個展（ル・モンド）。
9月、第17回個展。
11月、第18回個展（中村画廊）。
11月、第19回個展（中村画廊）。
10月、第1回岩手美術展に出品。
12月、第20回個展（盛岡画廊）。
10月、第20回岩手芸術祭に「夏の夕」を招
待出品。
11月、第21回個展（エフワン画廊）。
5月、第3回若手美術展（美術館建設連動）
に出品。
11月、第22回個展（エフワン画廊）。
3月、岩手高等学校定年退職。
5月、若手美術記念展に出品。
11月、第23回個展（自治会館）。
11月、第25回岩手芸術祭に「教会の丘の春」
を出品。
11月、第24回個展（自治会館）。
12月、第25回個展（自治会館）。
この年から小泉賞選考委員となり、53年ま
で担当。
4月7－11日、岩手県美術展（県民会館＝
同館落成記念）に出品。
10月、第27回岩手芸術祭に「吹上御門」を
出品。
12月、第26回個展（自治会館）。
11月、岩手教育芸術祭に招待出品。
12月、第27回個展（自治会館）。

1976（昭51）［73歳］11月12～15日、第28回個展（自治会館、最
後の個展となる。案内文を夫人と共同執
筆）。

1980（昭55）［77歳］3月31日、逝去（享年77年）
19釘（昭56）　　　5月27日～6月4日「追想の小笠原曹二展」

県民会銀、同展実行委員会主催。
※この年諸は「追想の小笠原哲二馬」の年譜から抜粋しました。


